
✐ブドウ栽培の新規参入と、農地の確保につい

て相談を受けた。

✐新規就農したい方から、補助金について相談

された。事務局へ確認し、補助の内容をお伝えし
た。

✐高齢の農業者に、新規就農者へ農地を貸して

みないかと提案した。

✐高齢で作付けができなくなり、代わりに耕作

してくれる人を探してほしいと相談を受けた。

✐農地台帳を修正したいと申し出を受け、農地

の状況を確認し、問題ないと判断したので申請
書に確認の署名をした。

✐認定農業者の申請をする農業者から相談を受

けた。

✐借りていた農家の方が亡くなり、解約手続き

と新たに借りる農家と今後の話し合いをした。

✐遊休農地の所有者に農地中間管理機構の説

明と、申請書類をお渡しした。

✐病気のため耕作ができなくなった農地の担い

手探し活動を数日かけて行った。

✐遊休農地の活用について、農家の方と話し合

いをした。

遊休農地など農地のことでお困りのときは、福島市農業委員会へご相談ください。

✐畑を借りてモモを作りたい農家に農地を紹介

した。若手農家なので、農業者年金についても
説明した。 遊 遊休農地の発生防止・解消

このコーナーでは、委員の普段の活動を「活動記録簿」から抜
粋して紹介します☆

✐農地中間管理機構を利用して借りたい農地

を、受け手と一緒に地図で確認した。

✐議案調査とあわせて、周辺農地のパトロール

を実施した。
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おしえて✐
んだんだぱんだ！

「ミエ～ル通信」オリジナルキャラクター

福島市農業委員会の委員は、一人ひ
とりが、日々の活動を「活動記録簿」
に記録しています。

集 担い手への農地集積・集約化

✐町会長や農振会長など地区の代表者たちと、

農地所有者の遊休農地の対応について話し合い
をした。

✐地区の農業者から、農機具の更新するための

補助などがあるか相談があり、市農政部やJA営

農センターへ確認し、お伝えした。

✐地域のかん水組合の会合に出席し、地区内の

農地の利用状況と遊休農地の現状を話し合い、
確認した。

✐地域の農家の方々と、農業経営の継続につい

て話し合った。

新 新 規 参 入 の 促 進 その他

✐遊休農地の利用について、他市と話し情報を

共有した。

👀農業委員会
の活動を
見える化♪

今回のテーマ 「新規参入の促進は何のため？」

んだんだぱんだ

農地利用の最適化推進活動の３本柱「集」・「新」・「遊」☆今号では「新」について
紹介するんだ☆彡

なぜ新規参入者を増やす必要があるの？

この他、多くの委員さんから「農業者年金の

加入推進活動」の報告が来ているんだ♬

農家の高齢化が進み、農地の担い手不足を解消
するためなんだ！
地区ごとの課題として「担い手不足」があげられ
ているんだよ。

担い手不足を解消するために、どんな活動をし
ているの？

農業委員・農地利用最適化推進委員の活動や役
割は右側やPICK UP☝コーナーを見てみて☆彡

〇新規就農する方に営農計画などを聞

き取りした。

〇県外から移住して農業を始めたい人

から話を聞き、相談に乗った。

〇新規就農相談を受け、野菜を作付け

できる畑をあっせんした。

ＩターンやＵターンで就農し、地域に知

り合いや頼る人が居ない場合の後ろ盾

になり、農地の確保や営農計画、栽培

技術など幅広く相談に応じるんだ☆

PICK UP☝


